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東洋エクステリアが発信する環境情報誌

都市の空間を活かす特 集
21世紀のランドスケープ・エコロジー



都市の隙間

新たにオープンしたベルリン中央駅エリア。ここは日本で言えば東京駅周辺だ。
蛇行して流れるシュプレー河畔が夏限定でリゾートに変わる。

デッキチェアが並び、カフェやバー、野外ステージが組まれ、遊覧船が走る。
トラックで何トンもの土砂が運ばれ、子どもたちは砂遊びに興じる。
北国で夏の日差しを愛しむベルリナーには最高の贈り物となる。

日本では、イニシャルプランは上手いが、ランニングまで気が回らないことが多い。
空間が生成変化しないから、すぐに消費され別の場所へみんなの関心が移ってしまう。

常に一過性の遊園地で、そこに住まうという意識は芽生えない。
寂れたら取り壊してまた造ればいいという発想になり、人の気持ちはいつも宙吊りのままだ。

船はテレビ塔の見える旧東地区へ向かってゆく。
寛いだ人々の表情には、かつてここが東西ドイツの狭間であった緊張はない。

百年に及ぶ騒動にさいなまれた後、中央駅は透明なガラスの建築として蘇り東西を結ぶ。
静粛な空気のなかで、次世代の子どもたちにやさしい目を注いでいる。
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特集

バブル崩壊後、地価の下落や超高層マンションの定着などによって
都心部の不動産取得が容易になったこともあり、
都心の利点が見直され、都心回帰が進行している。

しかし、高密化する都市環境は、必ずしも快適とはいえない。
働く人、住まう人、訪れる人、それぞれの活動が混在するまちでは、
目指すべきまちの全体像が見えにくくなっているのだ。

これからの都市環境を快適にするには、
人々が憩える場所や、人がにぎわう魅力ある場所が必要だ。
高層ビルの足元の公開空地や、狭い路地空間、屋上や水辺、

ときには水上までもが、快適でにぎわいのある空間へと変わる。
大都市圏への人口集中が進むなか、

さまざまな空間の使い方を試みる、新しい動きを取材した。

写真／シヲバラタク

都 市 の 空 間 　 を 活 か す
取材・文……編集部
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東京国際フォーラムは、東京都庁舎が新

宿に移転した跡地に建てられたコンベン

ション＆アートセンターで、広場を含む

建物の設計はコンペで当選したアメリカ

の建築家ラファエル・ヴィニオリ氏が担

当。1997年1月10日に開館し、2007

年の今年で10周年を迎えた。当初、（財）東

京国際交流財団が管理運営を行っていた

が、2003年、民間に事業を譲渡。元丸紅

社長・鳥海巖氏を社長に迎え、（株）東京国

際フォーラムとして新たに運営を開始し

た。2001年から一般利用を始めていた

地上広場部分も、民営化後はさらなる有

効活用が求められた。

　地上広場の総面積は約8700m2。そこ

にケヤキ44本、カツラ15本、2人掛けベ

ンチが43カ所に設置されていて、都会の

なかにあって緑豊かなオアシス的空間に

なっている。手始めに、2003年10月に

「大江戸骨董市」を誘致した。最初から４ 

万人近い人が訪れ、翌日の東京新聞の1

面を飾ったという。

　「私たちの仕込みのがんばりもありま

したが、場所のわかりやすさと交通の便

利さのおかげで、初回から大盛況でした」

と語るのは、自らも骨董好きという大江

戸骨董市事務局の浅野加奈子氏。イベン

ト会社に所属する、骨董市の仕掛け人の

ひとりだ。当初は月1回、現在では第1・

第3日曜の月２回開催で、日本で最も大

きい露天の骨董市といわれ、骨董好きな

外国人観光客の人気スポットになってい

る。出店数の多い第3日曜は、日本全国か

ら250店舗が出店し、1日の来訪者は平

均４万～5万人を数える。

　「いまではすっかり定着し、東京都の後

援もいただいたので、事務局としても出

店業者を厳しく選定し、質を保つように

努力しています」と浅野さん。本物でない

とすぐに飽きられてしまう怖さを知って

いるプロの目があったからこそ、続いて

きた骨董市。いまでは東京の観光名所の

ひとつになりつつある。

都心のオフィス街に 骨董市が出現

東京の新名所となった
東京国際フォーラムの
骨董市

2003年から始まった「大
江戸骨董市」は、規模が大
きいことで有名。最近は
外国人の姿も多い。毎月
第1・第3日曜に開催（問
い合わせは大江戸骨董市
実行委員会事務局、電話
03-5444-2157）

東京国際フォーラム
地上広場

CASE
1

樹木が風にそよぐすがすがしい空間に、にわかに市が立ち、ま
るでお寺の境内のようなにぎわいだ。ここは東京屈指のオフ
ィス街、JR有楽町駅前の東京国際フォーラム地上広
場。平日の朝夕は丸の内界隈に通勤する人々の通過空
間だが、お昼どきにはランチマーケットに様変わりし、土
日でも実にさまざまなイベントが行われている。日本を代
表するオフィス街が、ここ数年で大きく変貌しているのだ。 

写真……シヲバラタク
都市の

空間を
活かす

特集

とりうみいわお
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地上広場の一般利用が始まった当初は、

企業の商品宣伝キャンペーンなどに使う

ことが多かったが、民営化を機に、さまざ

まな試みが実施された。お昼の「ネオ屋台

村」もそのひとつ。

　「地上広場のにぎわいづくりに、お昼の

ランチ販売を検討していました。そこで、

以前あるイベントでケータリングカーを

出していただいた会社に、こちらから話

をもちかけたのです。以来『ネオ屋台村』

として平日の昼どきには毎日ここにケー

タリングカーが出現し、オフィス勤めの

人々へバラエティに富んだランチを提供

していただいています。それを続けてい

くなかで、夜バージョンのビアガーデン

『ネオ屋台村スーパーナイト』に発展して

いきました」と語ってくれたのは、東京国

際フォーラムの広報部ジェネラルマネー

ジャー・佐藤悦子氏と、チーフ・マネージ

ャーである澁谷実氏のおふたり。

　2004年7月に「ネオ屋台村スーパーナ

イト」第1回が開催された。550～700

席が用意され、2日間で3000人が来場。

同年11月のボジョレー・ヌーボー解禁日

に再び開催したところ、その日は雨天だ

ったにもかかわらず多くの人が訪れた。

どちらも好評を博したことから、翌年度

は、４月から11月まで月１回のペースで

開催することになる。

　「女性のお客さんが多く、彼女たちの感

想は『通常、ビアガーデンに女性だけでは

行きにくいが、ここなら気軽に来られる』

『森の中でお酒を飲めるのは気持ちがい

い』と、いずれも歓迎モードでした。土地

柄、救急車のお世話になったこともなく、

喧嘩沙汰も一度もありません」と一昨年、

昨年とスーパーナイトを担当した澁谷氏

は語る。丸の内らしいおしゃれなビアガ

ーデン、願わくば毎晩オープンしてほし

いものだが、運営は経費的に持ち出しが

多いとのこと。地域のにぎわいづくりに

と、がんばっている。

こうしたがんばりは、地域の文化施設の

中核を担っていきたいという強い使命感

からだ。

　「社長は常 、々『建物に1650億円、土地

代に当時で3000億円かかっている。施

設自体が都民の財産なので、ここの価値

を上げることが、すなわち都民の財産の

値打ちを上げること。そのために一生懸

命取り組むように』と語っています。特に

地上広場は公共性が強く、顔となる場所

でもあるので、私たちの姿勢が感じられ

る内容にしていきたいと思っています」

と澁谷氏。実際、地域・社会貢献を目的と

して2005年からスタートした、ゴール

デンウイーク期間に開催する「ラ・フォ

ル・ジュルネ・オ・ジャポン『熱狂の日』音

楽祭」では、第3回の今年、丸の内周辺エ

リアも含め8日間で106万人が来場し、

総合経済波及効果は136億円と試算され

緑に囲まれたビアガーデン た。まちづくりの中核施設として、今後

も地域とのさらなる連携を図っていく方

針だ。

　丸の内エリアがここ数年で大きく変貌

している。大手町・丸の内・有楽町地区の

再開発が目に見える形で進み、多くの商

業施設が出店。それに伴って観光客・買い

物客も増加しているのだ。そんななか、

2002年に、ソフト面でのまちづくりを強

化しようと、大手町・丸の内・有楽町地区

再開発計画推進協議会を母体に、NPO法

人・大
だい

丸
まる

有
ゆう

エリアマネジマント協会が設

立された。東京国際フォーラムも活動の

舞台のひとつとなっている。

　協会事務局長の金城敦彦氏は活動の趣

旨をこう語る。

　「大手町・丸の内・有楽町地区を中心と

するエリアで、街をよりいっそう活性化

させようと、地域の法人・企業と連携をと

りながら、参加・交流型のイベントを開催

しています。ここで働いている人やOB、

学生など多くの人に、この地域にホーム

タウンのような愛着をもってもらいたい

と思っているのです。以前は、仕事が終わ

ったらさっさとこの街から出よう、とい

う人がほとんどでしたが、いまは友達を

この街に呼んで、丸の内でアフター５を

過ごすようになってきた。この変化のほ

うが、意味があるのではないかと思って

います。東京国際フォーラムで開催され

たビアガーデンも仕事帰りの人でにぎわ

いました。この街に長くとどまってくれ

る、そういう風景がうれしいですね」　

　協会主催で2005年からスタートした

「丸の内ウォークガイド」は、丸の内地区

で働いていたOBたちがガイドとなって、

丸の内の魅力を伝えるというもの。歴史、

浪漫、アートの３コースがあり、歴史的建

造物や公園をおよそ2時間かけて歩く。 

働く人も、訪れる人も、この街のファンに

なってくれることを期待している。

　かつては、平日19時を過ぎると人通り

が減り、土日ともなるとゴーストタウン

のように静まり返っていた街に、親しみ

のもてる新たな表情が加わり、丸の内は

街全体が徐々にコンバージョンされるよ

うに、多様性のある街へと変化している

のだ。

地元と連携しながら
地域貢献に取り組む

20 台ものケータリングカーが出店し、世界の料理が味わえると人気のビアガーデン「ネオ屋台村スーパーナイト」は、4月から11月までの期間、月1回で開催 暗くなるとケヤキがライトアップされ、ライブ演奏がスタート。お祭りムード一色に

東京国際
フォーラム
地上広場

JR 有楽町駅
大名小路

丸の内仲通り

外堀通り
← JR東京駅

EN
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大阪の観光名所のひとつ「道頓堀川」。その存在は全国的に有名で
ありながら、メイン通りの裏手にあるため、これまで人が川に近づく
ことはできなかった。大阪市では、この貴重な水辺空間を生かし大阪
をさらに魅力あるまちにしようと取り組み、道頓堀川に遊歩道が誕
生した。水を間近に感じられる気持ちのいい環境と社会実験として
のイベント開催で、新しい憩いの場として川辺に人々が集い始めた。

大阪・道頓堀に生まれた
川辺の遊歩道

遊覧船で道頓堀川を楽しむことも。「とんぼりリバー
クルーズ」は2008年3月まで河川工事等のため運休

写真……石井雅義

とんぼり
リバーウォーク

CASE
2

都市の

空間を
活かす

特集



法がこれまでの治水、利水に「環境（水質、

景観、生態系等）の整備と保全」という目

的を加え改正された。また、大阪では20　

01年、国による21世紀型都市再生プロジ

ェクトの選定を受け、「水の都大阪」再生

に向けた大規模開発が進められている。　　

　道頓堀川でも、もっと人々に水に親し

んでもらおうと整備事業が行われ、2004

年12月に完成したのが「とんぼりリバー

ウォーク」だ。両岸に設置された遊歩道

は、川のせせらぎと御影石、ウッドデッキ

で構成された広々としたスペースによっ

て、繁華街にありながら、まちの喧騒から

一歩距離を置いた、憩いの空間を演出し

ている。

道頓堀川はもともと、物資輸送のために

運河を開削し1615年に完成した堀川で、

この開発に伴って周辺にはのちに歌舞伎

の中座（現松竹座）となる中之芝居などの

芝居小屋が立ち並び、芝居町として栄え

た歴史をもっている。

　この歴史的背景を生かそうと「なにわ

の水辺劇場」をテーマに、とんぼりリバー

ウォークのデザインは進められた。今回

整備された戎
えびす

橋
ばし

から太
た

左
ざ え

衛門
もん

橋
ばし

までの

170mに及ぶ区間は、幅8mある2段式の

大阪を代表する繁華街「ミナミ」と「キタ」。

そのひとつ、難波から道頓堀にかけて広

がるミナミは「食い倒れのまち」として知

られる。なかでも道頓堀は飲食店を中心

とした商店が連なり、夜には江崎グリコ

をはじめとする数々のネオンサインが光

り輝く華やかなエリアで、昼夜問わず多

くの人が訪れる観光名所でもある。

　この道頓堀の北側に位置し、宗右衛門

町通りに挟まれた道頓堀川は、ミナミを

東西に流れる一級河川。まさに繁華街の

中心にあり、大阪を象徴する存在だが、こ

れまで橋の上からしか眺めることのでき

ない閉ざされた川であった。

　「1950年のジェーン台風による高潮対

策事業を皮切りに、昭和40年代には汚濁

対策と高潮防御として舟形の高い護岸が

造られ、次第に道頓堀川に人が近づきに

くい構造になっていきました。河川につ

いてはもともと、治水と利水という目的

があるため、水をいかに海へ流すかとい

うことに取り組み、その結果、川がコンク

リートの壁で覆われた状態になってしま

ったのです」と大阪市建設局下水道河川

部河川担当係長の染谷氏は、その理由を

話してくれた。

　しかし近年、全国的に水と触れ合う生

活の重要性が見直され、1997年には河川
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繁華街に憩いの空間を リバーウォークでは、にぎわい創出を目

的に社会実験としてさまざまなイベント

を行っている。

　イベントはルールに基づけば誰でも開

催でき、1カ月前から申し込みを受け付け

ている。地元の商店会やNPOが歳事にま

つわるイベントを多く行っているほか、

一般企業がPRやオープニングイベント

に利用することもあり、参加数は年を追

うごとに増している。

　「夏祭りの難波八阪神社船
ふな

渡
と

御
ぎょ

では、こ

れまで道頓堀川を渡る船を橋の上からし

か見ることができませんでしたが、遊歩

道ができたことで間近で楽しめるように

なりました。また、2006年末に行った光

のイリュージョンの際には、心斎橋から

難波へと直進していた人の流れがほかへ

も向かうなど、イベントを行うことで人

通りも変わってきています。坂のある風

景が人を惹きつけるように川もまちを表

す資質のひとつ。道頓堀川を通じて、まち

と川の環境をよりよくしていきたい」と

話す染谷氏。

　これまで人々が背を向けていた水辺を

表舞台へと再生させた、とんぼりリバー

ウォーク。今後もさらに範囲を広げ道頓

堀川の水辺整備を進めていくという。川

をまちと一体となった豊かな環境ととら

えることで、水辺に新たな集いの場がつ

くり出されていく。

遊歩道になっていて、通行するだけにと

どまらず、イベントステージとなる広場

的空間やパラソルを置いたカフェテラス

的空間が設られた多機能なつくりになっ

ている。

　「遊歩道の上段の御影石は昔の掘割を、

下段のウッドデッキは桟橋をイメージし

ています。ここは繁華街ですから、買い物

などをする人が通るための歩道を上段に、

さらに川に近づいてもらえるよう、そこ

から下りて水際で楽しめるスペースをつ

くりました。いままで、道頓堀川は通りの

裏であり、店舗の室外機が置かれている

ような場所でしたが、とんぼりリバーウ

ォークができたことで、第二の正面とし

て川に向かって入り口を開く店も増えて

います。いままで人が立ち入れなかった

場所が、人と水辺が出会うことにより、

新たに憩いと賑わいの環境に生まれ変わ

りました」と染谷氏。

国土交通省では2004年3月に「都市及

び地域の再生等のために利用する施設に

係る河川敷地占用許可準則の特例措置に

ついて」の通達を出し、一定条件のもとで

河川敷地でのイベントや物販行為を認め

た。道頓堀川もその対象となり、とんぼり

社会実験のイベントで
開かれた水辺に

遊歩道は
なにわの水辺劇場

左●遊歩道の幅は8mあり、ゆったりとしたスペース。買い物で行き来するほかに、川に向かって設けられた階段に腰掛け、くつろぐ人の姿も多く見られる　
右●夜になると川面に道頓堀の明かりが映り込む

以前の道頓堀川。両岸は人が入ることはできなかっ
た（写真提供：大阪市建設局下水道河川部河川担当）

上・下左● 2 段式の遊歩道には階段のほかスロープも設けてある　下右●遊歩道整備に伴い、太左衛門橋も木
を用いた新しいデザインに。かつては橋の上からしか川を見ることができなかった

難波八阪神社船渡御。遊歩道ができたことで近くで見物できるよ
うになった（写真上ともに写真提供：大阪市建設局下水道河川部河川担当）

ライトアップされ華やかな演出が印象的な光のイリュージョン
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社会実験で試された
オープンカフェ
の効果

3K（臭い・汚い・危険）のイメージがいまだ残る新宿駅東口。
毎日300万人以上が乗降する新宿駅があり、アルタ、伊勢丹、歌舞伎町と、
世代や嗜好の違う人々が集まる交差点のような場所であることから、
東口には常に人が多く、近年は外国人観光客も増加している。

そんな観光都市への変貌を迫られるなか、
かつてのイメージからの脱却が試みられている。

新宿駅東口を出てすぐ、新宿通りと靖国通

りに挟まれた新宿3丁目一帯は「モア街」

と呼ばれ、人々に親しまれている。モア（M　

OA）とは「mixture of ages」の頭文字で、

さまざまな世代が交流してコミュニケーシ

ョンをとる街という意味を込めて1987年

ごろにつけられた。モールという発想が

全国的にもまだ珍しい時代だった。

　モア街には御影石やタイルで舗装され

た通りが5本あり、最も道幅が広いのが

モア４番街である。ケヤキの植栽が心地

よい日陰をつくり、石畳のオープンカフ

ェにくつろぐ人の姿も多い。ここが、社会

実験として新宿区駅前商店街振興組合が

取り組んでいる「モア４カフェ」である。

　しかし、そもそもどうして車道にオー

プンカフェが開設されたのだろうか。区

の担当窓口である新宿区環境土木部道と

みどりの課計画主査の佐藤辰生氏にお話

をうかがった。

　「二十数年前、駅前商店街がモール化を

発案したころは世の中バブルで、歌舞伎

町は風俗産業が旺盛でした。その波が新

宿3丁目まで押し寄せてきて、街の品格が

脅かされてきた。それを阻止するために

道路環境を改善して、健全な人たちが集

まるまちに戻そうと、新宿駅前商店街振

興組合の二世会が中心となって動きだし

たのです。ちょうど新宿区に都市整備室

ができ、要望の受け皿ができたころでし

た。区や都から補助金をもらい、地元商

店街が5億～7億円かけて舗装を整備し、

雰囲気のよいモールができました。しか

しバブルが崩壊してホームレスが増え、

彼らの汚物や荷物、さらには放置自転車

などで再び環境が悪くなってしまった。 

環境土木部の自転車対策係も対策を講じ

るのですが、いたちごっこでした。その

ころ国土交通省道路局から社会実験＊注と

して、オープンカフェなど地域主体の道

活用の呼びかけがあり、これをうまく利

用してみようということになったのです」

　区が主体になり、2005年9月から12

月末までの延べ54日間、社会実験を実

施。通りに面して出店していたバーニー

ズ・ニューヨークの協力により実施した

テントでのカフェが話題となった。その

結果、違法駐車・駐輪や不法占用もなくな

り、道路環境が確実に改善された。ところ

が社会実験が終わると、たちまち元の悪

い状態に戻り、以前よりクレームがたく

さん出たのである。

　「そんなこともあり、すぐさま第二次の

社会実験が計画されました。実施期間は

新宿モア4番街

モア4カフェ

CASE
3

放置自転車・ホームレス
対策の決め手

写真……白石ちえこ

都市の

空間を
活かす

特集

イベントのポップが置かれ、情報発信の場としても活用される



上の売上にはなる。しかし、まわりにはコ

ンビニやファストフード店、コーヒーシ

ョップなどがあり、なんでもそろってい

る。そこで買ってきたほうが安く、いま

でも３分の１は持ち込み客だ。そこで、窯

を設置し、材料にこだわった焼きたての

ピザを出すなど、ここならではのメニュ

ーを発案、ワインもイタリアから特別に

輸入するなど努力している。そしてピザ

もワインも、おいしいのだ。
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2006年8月から2007年7月まで約1年。

今回は主体を区から商店街に移すことに

なったのです」と佐藤氏。実質的なオー

プンカフェの事業者が見つかったことで、

仮設ではあるが本格的なメニューが出せ

る店舗を2カ所設置。道路上の仮設建築

物については、特定行政庁と区長が許可

を出したことで実現した。晴れていれば

毎日、昼の12時から20時まで営業した。

　「結果、すごく環境がよくなりました。違

法駐輪・駐車も激減しています。美観に関

しても、カフェのスタッフたちがオープン

前に道路を清掃し、草花に水をやって維

持しています。営業に必要な上下水道や

電気施設の整備以外に区からの特別な補

助はありませんが、そのかわり道路占用

料を免除しています。区では環境改善と

あわせ、道路空間を活用することによっ

て、まちにぎわいが創出されれば、当面の

第二次実験期間の2006年8月から4月

までの利用者は、売上から換算して11万

6331人、1日平均では482人。第一次の

倍だという。多いときで1日3000人と

いう日もあったとか。買わないお客さん

もかなりいるので、実際の利用者は20万

人以上と推定される。そしてこのカフェ

運営を買って出たのが、若きベンチャー

起業家の畑宏芳氏（ジーニア＆アーレイ

（株）代表）だ。もともとカフェ経営の経験

のない彼が、なぜここでオープンカフェ

をやることになったのだろうか。

　「きっかけは新宿という街に対する思

い入れでしょうか。出身は長野で、東京に

出るというとだいたい新宿なんですね。 

中央本線の起点であり終点ですから。振

興会のなかにも長野県出身の方が多い。

だ回収できていません。天候に左右され、

暑すぎても寒すぎてもお客さんは座りま

せんし。集客のためにライブをやったり、

メニューの内容を検討するなど工夫して

います」と畑氏。

　メニューの価格帯は200～500円。椅

子は通常280脚、テーブルは50～60あ

るので、フル回転すれば1日100万円以

そうした畑氏たちの努力を応援している

地元・新宿駅前商店街振興組合専務理事

の和田総一郎氏はこう語る。

　「新宿は、これまで何もしなくてもお客

さんが来ていましたが、お台場や汐留な

ど新しい商業集積地ができたので、都市

間競争の時代に入りました。そのなかで、

いかに新宿に来てもらうかの戦略が必要

です。22年前からこの商店街では道路を

整備し、ソフト面では、放置自転車やホー

ムレスのダンボールなどを取り締まる環

境浄化、看板はみだしチェック、クリーン

デイと称した清掃をそれぞれ月2回、行

っていました。しかし見回ったあとはま

た元に戻ってしまう。駅から区役所に行

くには、まずこのモア街を通ります。新宿

が変わったことを来街者に示すには、こ

こがきれいになることが一番でした。そ

こで区の協力のもとオープンカフェをス

タートさせました。実際とても評判がよ

く、浮浪者が減り、客層も変わった。カフ

ェの採算面で問題が残りますが、組合も

効率化に協力しています。カフェを道路

上で365日展開しているところはほかに

ありませんから、今後もぜひ続けていき

たい。仕事、飲食、物販の３つが混在して

いる新宿は、歌舞伎町も含めて面で変え

ていかないといけません。来てよかった

と思える街にしたいと思っています」

　地元商店街の熱心な働きと、若き起業

家によって実現したオープンカフェ。今

後はどのような展開になるのか。前出の

佐藤氏はこう語った。

　「確かにこのオープンカフェで環境が

よくなっているものの、現行の法律内で

は本実施は難しい。だから社会実験なの

です。全国でもオープンカフェはいろい

ろなところで実施されていますが、一時

的なものです。道路を使って、しかも仮設

の建物で毎日営業しているところは皆無

でしょう。おそらく地方都市では、毎日や

ってもお客さんが来ない。新宿だからこ

そできることです。しかも公益性・公平性

があることが大事です。

　私は当時、できたばかりの都市整備室

にいて、モア街の整備に20年前からかか

わってきました。この地域は、区画整理さ

れたときの境界認定の確認書がないなど

の問題があったなかで、一致団結して道

路整備を実現させました。そういう地元

の情熱を知っています。今回のオープン

カフェについても、それだけの覚悟と情

熱がないとやれません。こういうことは

行政だけではできませんよ」

目的を達成できたと考えます。カフェは

現在のところ赤字ですが、将来的には道

路占用料の徴収も視野に入れています。 

実際、オープンカフェそのものの評判は

すごくいいですよ」と佐藤氏は社会実験

の成果を語った。

　第二次実験では金・土・日と生演奏をや

っていることもあり、確実ににぎわいが

生まれ、お客さんの質もよくなったとい

う。通常も利用者の2割は外国人で、特に

欧米系の観光客が多い。カフェを利用し

なくても座ることができるため、お年寄

りの休憩所にもなっている。カフェ事業

者は道路の環境改善という趣旨を理解し

ており、こうした利用も許容しているの

だとか。道を尋ねる外国人観光客も多い

ので、数カ国語を話せるスタッフがいる

など、店側の意識も相当高い。

　この社会実験、すでに2007年8月から

第三次が実質スタートしているが、今後も

おそらくやめることはできないだろうと

佐藤氏は予測する。10月には商店会をは

じめ警察や保健所、消防署など関係者を

集めて協議会をつくり、社会実験から本

格実施に向けて法律改正の要望なども視

野に入れ、話し合っていく予定だという。

　全国でさまざまな社会実験が展開され

ているが、本格実施に至るまでには困難

も多い。地域が抱える問題に、地域住民や

関係者がいかに真剣に取り組んでいくか

が試されている。少しでも快適なまちに

するために、既成の枠にとらわれないさ

まざまなアイデアが必要な時代になって

きたのだ。

カフェ事業者の心意気

区も商店街も
継続を望んでいる

＊注：社会実験とは、新たな施策を本格的に導入する前に、
場所や期間を限定して地域とともに試行する取り組みのこ
と。社会実験の実施により、施策の課題や効果などを、本格
導入の前に把握することができる。1997年6月に建設省（現国
土交通省）道路審議会答申において提案され、実施が決定。
1999年から社会実験を実施する地域・団体を公募する制度を
導入。詳細は国土交通省道路局ホームページを参照。
➡http://www.mlit.go.jp/road/demopro/

新宿は歓楽街としても世界的に有名なま

ちです。情報発信力も高い。それを考え

て、これは少し本腰を入れてやってみよ

うと思いました。カフェを始める前は女

性一人で通るのが怖いような通りでした

から、オープンカフェはどうかと思った

のですが、調査を始めて半年たち、人の流

れを変えることができればなんとかやれ

るのでは、と。実際やってみると大変です

ね。初期投資総額の4000万円は、まだま
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どんな仕掛けがま
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橋爪●最近強く思うのが、20世紀的な産業
都市のあり方に対して、違う形で都市の理想
を語る傾向が出てきたということです。以前
は日本でも、アメリカの大都会のように、高
層ビルが林立するオフィス街を中心とした
都市を計画することが善しとされてきたと
思います。1920年代には日本でもすでに、都
心を意味する「ビジネスセンター」、あるいは
「ラッシュアワー」という外来語が使われ始
めています。以後、今日にいたるまで、一方
で郊外は工場地帯や住宅地として開発して
いく。空間を分けて計画していくことが続い
てきました。
　しかし、人口が減少に向かうことを前提
に、地方ではコンパクトシティが提唱されま
した。また大都会では超高層マンションが
建ち、都心部に住む人が増えてきた。仕事・
住まう・遊ぶというさまざまな機能が交じり
合った本来のまちの姿を志向する界隈が、都
心部にも出てきたように思います。20世紀
は国家の時代であり、21世紀は都市の時代
です。20世紀はどの国も同じような近代化
を目指し、国土の都市化をはかってきました
が、21世紀はそれぞれの都市が個性をのば
していく時代といえるでしょう。
　私の故郷である大阪のミナミは、高度成長
期に多くの住人が郊外へ移転し、まちが空洞
化してしまいました。しかし私たちが子ど
ものころまでは、仕事場と住まいがひとつに
なって随所にコミュニティができていた。そ
れが崩れたことは、中心部が寂れた大きな要
因だと思います。
竹沢●銀座も以前は1階で商いをし、裏や上
に商店主が住んでいましたが、いま彼らの住
まいは港区、世田谷区、大田区あたりにあり
ます。でもいつか銀座に戻ってきたいと思っ

う同業者同士が集まるまちは、そもそもは城
下町にさかのぼる町家の伝統を受け継ぐも
のであり、日本の都心を構成する大切なユニ
ットであったと思う。それが産業構造の変
化や流通の変化で、経済に由来するコミュニ
ティも崩れてきた。結果として、空いたとこ
ろに駐車場やマンションが入ってきた。低
層階が店舗だったらまだいいのですが、通り
の店の並びを分断するような形でマンショ
ンが入ってくる。道に面して、商いの場が連
続しているという構成が崩れてしまったよ
うに思います。
　大阪の三休橋筋では、大阪ガスの30周年
記念事業に加えて、地域の商人が寄贈する形
で、通りにガス灯を設置しました。地元商店
会と行政も協力してくれています。国の重要
文化財である綿業会館のような歴史的建造
物もある通りなので、とてもいい雰囲気にな
りました。大阪の都心である船場地区は昔か
ら、東西方向の道がそれぞれ同業者街として
の個性をもっていました。それを南北に貫
いている三休橋筋は、もともとなんの個性も
ない通りでしたが、新たに個性をもった通り
ができることで、界隈に回遊性が出てくるの
ではないかと思っています。
竹沢●銀座は、地元の人たちが町会や通り会
を集めて2001年に「全銀座会」という組織
をつくりました。2004年には、全銀座会を
ベースに｢銀座街づくり会議｣というまちづ
くり組織も立ち上げました。銀座6丁目の松
坂屋と森ビルが２ブロックにわたって超高
層ビルに建て替えるという大規模再開発案
を提案してきたことをきっかけに「銀座にふ
さわしい開発とは何か」という課題に取り組
んでいくことになりました。地区計画をみ
んなで見直していきながら、顔の見えるま
ち、お互いあいさつができることの大切さ、
「銀ブラ」の重要性、などに、通り会の人たち
が気づいていった。当初、ほかの丁目の人は
6丁目のことには関心がなかったのですが、
これは全銀座の問題だ、というように変化し
ていったのです。また、これをきっかけにま
ちについて勉強するようになりました。シ
ンポジウムを何度も開きながら地区計画を
改正し、建物の高さや容積率、壁面後退など、
大きな骨格を決めていきました。
　改正の結果、銀座地区の建物高さ制限は
56ｍ、ただし旧木挽町地区では「文化」に寄
与すれば高い建物を建ててもいいことにな
りましたが、では｢文化｣とは何かという次の

橋爪紳也●大阪市立大学都市研究プラザ教授

竹沢えり子●銀座街づくり会議企画運営担当

2002年ごろより、それまでの郊外化、ドーナツ化現象から一転、都心回帰現象が始まっている。
東京の中央区では2000年からの5年間で約35%の人口増加を記録。大阪の中央区でも同じ
5年間で21%増となっている。高密な都市居住を快適にする新しいまちの姿とは。
また、どんな仕掛けがまちを楽しくするか。都市間競争の時代のまちづくりについて、
次代を担う世代のおふたりに語っていただいた。

東 京、 大 阪 の

ている人も多いようです。ところが、いまの
銀座は、例えばヒルズ族のようなベンチャー
企業の成功者でなければ家賃が払えないほ
ど地価が高くなっています。小さなマンショ
ンに入居するのはオフィスとして利用する
人がほとんどなのが現状です。そんなこと
で、銀座では単純に住宅を増やすことには消
極的です。江戸時代のように大家がいて店子
の人生相談まで請け負うような管理の仕組
みができていればいいのですが、セキュリテ
ィのためとはいえ、オートロックで閉ざされ
たマンションがいくらできても、まちに根ざ
す人はそこに住まないともいえますね。
橋爪●それは日本の住宅全体の課題で、住ん
でいる人が公共への意識をもって住んでい
るかというとそうではない。日本の場合、住
宅は不動産で、まちとの関係をあまり考えな
いマンションの形になっていますね。
竹沢●近ごろは個人情報保護法で情報が提
供されず、町会が名簿をつくれないでいます。
新しくマンションができても住人の顔が見
えず、中で何をされてもわからない。
橋爪●これまでそういった部分を補完して
きたのが共用スペースでしたね。古くはま

ちの会所だったり、あるいは近所の飲み屋や
喫茶店であったり、そこに行けば顔見知りが
必ずいるというサロンのような場所です。そ
ういう、地域に根ざした活動が行われる拠点
があった。私は大阪の都心でまちづくり
NPOのプラットフォームをつくる活動を重
ねてきました。そのねらいは、まず第一に、 
顔見知りになれる場をつくりたいという思
いからです。「現代の会所」をつくるべきだ
と考えています。

橋爪●私は大資本による面的な再開発を否
定するものではありませんが、それ以上に、
まちなかのあちらこちらに楽しい拠点や界
隈ができてきて、エリア全体の魅力を向上さ
せるという動きが必要だと思っています。昨
年出した『大阪のひきだし』（鹿島出版会）とい
う本では、大阪の船場などで、そういうこと
に気づいた人たちが始めた、ささやかなひと
りひとりの「もうひとつの都市再生」を紹介
したものです。「言い出したものが最後まで
やる」という大阪の気風もあり、まずは事を
起こしてみようという勢いがあります。年配
者も若い連中のやることを懐深く見守る姿
勢で、組織や制度や前例よりも、言い出した
人物の人柄で応援するようなところがあり
ますね。
　大阪で私が感じている危機感のひとつは、
ストリートを単位とした都心独特の個性が
薄れている点です。例えば道修町は、武田製
薬やシオノギ製薬をはじめとする製薬会社
が集中する薬のまちでした。久太郎町や久
宝寺町は雑貨や繊維の問屋が多い。そうい

ちを楽しくするか

路地空間の見直し
地域主体の都市再生プロジェクト

二 大 都 市 の 変 化

上●大阪ミナミにあるグリコの看板は道頓堀を象
徴する顔。今年は第11回IAAF世界陸上2007大阪
のユニフォーム姿に　写真：石井雅義（顔写真も）

下（2点）●第4回銀座スペースデザイン・学生コン
ペで、ギンザ・コマツ賞を受賞した「ENERGY」。
制作：中森麻未・滝口星美（武蔵野美術大学）、写真：田代衛司
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橋爪●銀座を支えている人たちの暮らしぶ
りが、かつては見えたけど、いまは見えない。
かつての社用族が減り、客の質も変わってき
ているのではないでしょうか。銀座らしい
時間の使い方や楽しみ方、まち歩きの仕方
を、新たに提案できているのかどうか。ドレ
スコードも含めて、界隈ごとの振る舞いや
ライフスタイルが銀座にもあるのでしょう
が、それが80年代あたりからどんどん崩れ
ていったのかもしれない。
　しかし東京を見ていると、銀座、渋谷、池
袋、六本木、三軒茶屋、自由が丘、下北沢、青山、
秋葉原、裏原宿など、まだまだ個性や魅力が

課題が浮上してきました。
　以前銀座では「大銀座まつり」という大き
なお祭りをやっていたのですが、2000年に
それをやめたあとは、大きなイベントを年に
一度どんとやるよりも小さな仕掛けがたく
さんあったほうが銀座らしいのではないか、
という考え方になっているように思います。
文化的な質の高いイベントが、銀座じゅうで
行われているほうがいいんじゃないか、とい
う意見が主流になってきたのです。毎年秋に
行われている催事「プロムナード銀座」は、
大手代理店を排して、地元が手作りでやって
います。秋だけでなく年間のイベントを催
事委員会が把握して、集約していく。イベン
トの内容も、一日に集中して何万もの人が来
るというよりは、継続的に来てくれるような
ものにするという方向になっています。そ
のなかで、銀座通りだけをメインにしたイベ
ントではなく、各通りや路地の魅力を再認識
するようになりました。「大銀座まつり」を
やめたのは今となっては英断でしたね。

橋爪●都市の文化とは何かと考えますと、二
つの面があると思います。ひとつは文化を
継承していく装置としての都市。地域の歴
史やそこで生まれたさまざまな活動や出来
事を記憶し記録して、次の世代に受け継ぐよ
うな場所が都市だという考え方。もうひと
つは、都市は文化の忘却装置であるという側
面。都市にはいろんな人が出入りして、時代
によって流行や担い手も変わります。流行
の事柄をどんどん忘れていくからこそ、新し
い文化が生まれてくるという考え方です。実
はそのどちらの面もあるといえます。例え
ば銀座はまさに消費の場であり、流行発信の
場ですから、絶えず新しいものをつくるため
には何かをどんどん忘却をしていかなけれ
ばいけない。けれど伝統的に忘れてはいけ
ないまちの個性や由緒、場所の物語もある。
その読み方や、組み合わせ方をどう考えるの
か、というのが問題なのだと思います。
　銀座の伝統のひとつにショーウインドー
があります。優れたクリエーターたちがウイ
ンドーディスプレイを競って、これほど集ま
っているまちというのは、日本ではほかには
ないでしょう。20年、30年たってウインド
ーそのものはすっかり変わっているかもし

れないけれど、日本におけるディスプレイの
メッカであるという本質は継承していくと
いう点が大事ですよね。
竹沢●おもしろいのは、ショーウインドーは
レンガ街の列柱の間にできたという話です。
レンガ街は近代黎明期の象徴で、その歴史の
なかで生まれてきたのがショーウインドー
であり、その中の作品は常に更新されて残ら
ない。まさに銀座らしい話です。そこで、こ
のショーウインドーに着目して「まちが人を
育てる」ためのイベントを行っています。
　最初の橋爪さんのお話にあったように、都
市空間はどんどん分けられて、工場や住宅同
様、大学も郊外へ移転していきました。学生
のころは、まちで雑踏にもまれながら学ぶこ
とも多いと思うのですが、まちに学生が来な
くなってしまった。銀座にも若い人が来なく
なっています。例えば八王子にある東京造形
大学から銀座へ出るのに3時間くらいかか
るのです。若い人は町田や吉祥寺あたりで遊
んでいるようです。学生が都心を知らない。
都会でつっぱって、いろんな経験をしたり新
しいものを見たり、社会に直接触れて大人に
なるというプロセスがなくなっている。
　一方、まちのほうは若い人に来てほしい。
情報が入ってきますからね。そこで、銀座は
画廊が多いことから、美大生を中心にした
銀座アート・エクステンションスクールを
2002年に立ち上げました。学生たちに、銀
座の街の活性化にひと役買ってもおうとい
う活動です。また彼らにも、銀座というまち
からいろいろな刺激を受けてもらいたい。具
体的には6つの美術大学（女子美術大学、多
摩美術大学、東京工芸大学、東京造形大学、日
本大学芸術学部、武蔵野美術大学）による
「銀座スペースデザイン学生コンペティショ
ン」を実施し、銀座の企業のショーウインド
ー空間をデザインしてもらいました。そし
て参加企業の協力により、受賞作品は実際の
ショーウインドーで実現させていただきま
す。そのプロセスで、学生たちは社会に触れ、
数カ月でぐんと成長していきます。そうい
う「まちが人を育てる仕組み」をもっている
というのは大切なのではないでしょうか。銀
座にかかわった彼らは、きっと大人になって
また銀座に来るでしょうしね。そして自分
が実現したお店で買物してくれますよ。実
はそれがねらいです（笑）。新しいまちのファ
ンになってくれる。
橋爪●大阪で有名なアメリカ村は70年代に
できた若者のまちですが、もともと商店街の
はずれにあるバックヤードでした。倉庫で
アルバイトをしている若い子たちの集まる
喫茶店が界隈にあって、そこにたむろしてい
た誰かが、アメリカに行って古着を仕入れ、 
倉庫の前で売りたいと言いだした。そして

それを認めた大人たちがいた。また、近くの
三角公園と呼ばれる児童公園では、若者たち
がライブをやったりしていた。従来なら近
隣はやかましいといって排除するのですが、
自由な活動を受け入れる気分があって、放置
していた。そうして結果的に、若者文化を基
幹とする新しいまちが生まれた。その後は
賃料も上がり、店のオーナーも年齢が高くな
るので、大人の街になるのかと思っていまし
たが、結局いまだに十代のまちなんですね。
大阪の十代の若者はアメリカ村で過ごし、あ
る時期に卒業して違う界隈を本拠地にする
という状況が、30年ほど続いています。あ
る界隈を自分たちの本拠地だと思う時期が
あり、そしていつか「卒業する」というニュ
アンスがおもしろいですね。

ある場所と、その街を本拠地とする人たちが
きちんと分かれているように思います。大
阪はエリアが分かれているようで、そうでも
ない。東京は、銀座と浅草とでは明らかに違
いますよね。盛り場論でいわれるのは、懐か
しさを感じる盛り場と、流行りを先取りする
盛り場があり、大阪ではそれがエリアとして
混在しているのです。大正期などには大阪の
民衆娯楽について、「ピアノの演奏を聴くよ
うな店でどんぶりを食べるな！」といったニ
ュアンスの評価がありました（笑）。
　大阪の心斎橋はかつて、よそ行きの服を着
ていくところでしたが、100円ショップが
でき、ゲームセンターができて、普段着で歩
ける場所になってしまった。その一方で、す
ぐ近くの長堀にはブランドの路面店が立ち

いくわけです。大阪の場合、新しい商業施設
が大阪駅を中心とした界隈、いわゆるキタに
次々と計画されている。一極に集中しそう
な動きに対して、ほかの商業地が対抗策を講
じています。東京はどうですか？先日ミッ
ドタウンに行ったら、大阪弁でしゃべってい
る人がやたらにいたような印象でしたが。
竹沢●東京はセグメントされているという
より、都市が分散していますよね。町田や八
王子のほうまで広がっている一方で、ミッド
タウンや六本木ヒルズは街の中に街をつく
っているようなものです。ミッドタウンを一
歩出ると、いつものように二日酔いで疲れた
感じの六本木のまちが広がっていて、何も変
わっていないのです。ああいうものをつく
っても、まちは変わらない。しかもミッドタ
ウンと六本木ヒルズはいまだ点でしかなく、
面的にはつながっていないので、まちとして
の魅力は感じませんね。
橋爪●そうですね。おそらく後背地との関係
が重要なのかもしれません。渋谷のビット
バレーや青山が後背地としてあったから、そ
の頂点としてのヒルズが成立した。それに
対して新丸ビルもミッドタウンも、いまのと
ころ観光地の様相ですから。これからどう
なるかですね。

竹沢●先ほど橋爪さんが、これからはストリ
ートだとおっしゃったのは、そのとおりだと
思います。歩いて楽しい、風景が変わってい
く、人の意識のなかでは、行政区分ではなく、
通りがまちなんですよね。全銀座会も通り
会がしっかりしています。角に位置してい
る商店は、二つの通り会と町会の3つに所属
していて、それぞれの会合に顔を出すのも大
変です。ですが複数の会に顔を出す彼らは、
キーマンになることも多い。角地に出店す
るには覚悟が必要ですね。
橋爪●まちの人が楽しそうで、誰もが自分が
暮らすまちが大好きで、使いこなしていると
ころって、観光客から見ても魅力的です。ヨ
ーロッパの街に行くと、地元の人が広場でお
茶を飲み、散歩している風景は、外から来た
人にも実になごんで心地よく映ります。ア
ジアの街も同様で、屋台で盛り上がっている
現地の人の姿を観光客が見て楽しむという
ところがある。日常的な界隈を、自分たちで
使いこなしているということが大切です。こ
の場所はみんなの場所だけど、自分にとって
も大事な場所だという思いを集めることだ
と思います。
竹沢●銀座のある店主が、店の前の通りに立
っていて、知った顔が来ると「やあ」とあいさ
つする、そういうまちがいいんだ、ビルの中

には入りたくないと言って、ビルの高層化に
反対しました。彼にとっては通りに自分が
立っていることが大切だったのです。
橋爪●地域の人同士、それ以上に地域の人と
来街者とをつなぐ役割をしている人が大切
ですね。加えて、まちの顔となる景観や、シ
ンボルとなる待ち合わせ場所のような点景
が必要だと思いますが。銀座はショーウイ
ンドーをつくらないと出店できない、という
ような規制はないのですか？
竹沢●それはないですが、にぎわいは連続さ
せるようにお願いしています。昨年、銀座に
デザイン協議会という仕組みができました
が、そのきっかけになる出来事があったので
す。ある有名なアーティストが、銀座通りに
建物をつくろうとしたのですが、30ｍの間に
開口部が一つしかない。これでは銀座通り
のにぎわいが途切れてしまいます。それを
伝えて、デザインを変えていただきました。
　銀座は「銀ブラ」という言葉があるように、
歩く楽しみのあるまちです。そこにショー
ウィンドーのような店の顔があり、通りに店
主が立っていて、人の顔が見える。それが
連続してにぎわいやコミュニケーションの
場をつくり出している。それが銀座の魅力
だと思うのです。まちを楽しくするいろい
ろな仕掛けも、そこを原点としたいですね。
橋爪●流行やほかの成功事例を追うのでは
ない、ほかの都市とは異なる個性が必要でし
ょう。日本の商業地の場合、住宅地のように
すべてを統一することが必ずしも重要では
ない。一定のルールを設けつつ、その範囲の
なかで、それぞれが本当に自由に建物をデザ
インしてきた。しかし結果的に、全体として
魅力的かというと必ずしもそうではない。一
方で、つくり込むばかりでなく、まちの個性
を阻害しているものを議論して、取り除くこ
とも必要ですね。戦前には「都市美」と対に
なる概念として、「都市醜」という言葉が用い
られました。電線や張り紙の類など、醜さの
原因となる邪魔なものを撤去したり、清掃を
徹底することが議論され実践されました。近
年、昭和のまちなみをアピールしている地方
都市の商店街では、高度経済成長期などに設
置された看板類を取り除くことで個性化を
果たしました。まちの顔づくりとは、厚化粧
をぬぐい去って“すっぴん”になって、実に単
純に、わがまちにしかない素材を確認するこ
とから始まるのではないかと思います。
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ファンをつくり、人を育てるまち

まちの個性をどうつくるか

まちの顔をつくる

いまでも若者でにぎわう大阪のアメリカ村周辺

並び、それまでどこにいたんだろうと思われ
るブランド品をまとったマダムたちが現れ
て、界隈の新しい顧客になっている。
竹沢●いまもエリアは分かれていないので
すか？
橋爪●例えばミナミと呼ばれる盛り場の場
合、アメリカ村、道頓堀、千日前、長堀、南船
場、堀江、心斎橋、難波といった違う層を顧
客とする盛り場が徒歩圏内にあります。もっ
とも、最近は新しい商業施設ができてきて、
少しセグメントされてきてはいるようです。 
そこにふさわしくない人たちは行かなくな
りますから。
竹沢●それはいいことなんでしょうか。
橋爪●商業というのはそうやって競争して

写真：石井雅義

EN



Nelsis Vol.820 Nelsis Vol.8 00

帰国後、独立事務所を開設したのが大正

14年に建てられた船場ビルディングだっ

た。当時、パティオ風の中庭には雑然と荷

物が置かれ、入り口の扉も味気ないサッ

シ戸が取り付けられるなど、ただの古ぼ

けたビルだった。二見氏は、文化遺産と

もいえるこのビルを蘇らせようと、大正

当時の姿に戻し屋上庭園をつくることを

オーナーに提案するがバブル全盛期で、 

あっさり断られてしまう。そうこうして

いるうちにバブルは崩壊し、船場ビルデ

ィングには空室が目立ちはじめ、売却し

ようにも売れない状況になってしまった。

今度は心配になったビルのオーナーが二

見氏に相談する番だった。

　二見氏はさっそく改装に取りかかった。

玄関ファサードを修復、中庭には緑を置

き、ビル全体の色彩およびサインの統一

……。屋上庭園は、自費を投じてつくり

上げた。そして、1998年5月末には屋上

の寄付によって、ナショナル・トラストが

1930年当時と変わらぬ風景を守り続け

ていた。

　「こんなに美しく静かな場所があるん

だと感激しました。フェリーもモーター

は使わず、ロープで引き寄せて川を渡る

習慣が今も残っている。イギリスでラン

ドスケープデザインという造園手法が生

まれたのは産業革命と同時期。工業化が

進むなか、破壊してばかりでは駄目だと

反対に景観を重んじる動きが出てきたの

です。そのランドスケープデザインの手

法とは“自然風景式庭園”。建築で余った

空間をデザインするのではなく、その土

地がもつ特徴、地形、地質、植物の適性な

どを考慮し、持続可能な景観計画をする

ことなんです。そんなイギリスの姿を見

て、古く良質な建築物もスクラップ＆ビル

ドで壊されていく大阪のまちを蘇らせた

いという強い気持ちがわいてきて、その

後、イギリスへ渡り5年間勉強に励みま

した」とランドスケープデザインに取り

組むきっかけを語ってくれた。

大阪市中央区淡路町、地下鉄御堂筋線の

淀屋橋駅を最寄り駅とし、三
さんきゅうばしすじ

休橋筋と交

わる淡路町通り近くに、大正ロマンの趣

を漂わす「船
せん

場
ば

ビルディング」がある。こ

のビルの4階に、環境デザイン設計事務所

「E.M.I.PROJECT」を構えているのが景

観デザイナーの二見恵美子氏だ。そして

船場ビルディングの屋上が、二見氏が日

本でランドスケープデザイナーとして活

躍する出発点となった場所でもある。

　二見氏は祖父母の代から船場で暮らす

浪速っ子。大学卒業後、デザイン関係の

仕事をしていたが、あまりの忙しさに自

分を見失いそうな危機感を覚え、いった

ん仕事から離れることを決意する。そこ

で、充電のつもりでヨーロッパを巡り、十

代で旅して印象に残っていたイギリスへ

向かうことに。訪れた湖水地方はピータ

ーラビットの作者、ビアトリクス・ポター

二見恵美子
大阪・船場のまちを緑と文化で蘇生させる

時を越えた美しい景観 を求めて
ランドスケープデザインへと
目覚めさせた
イギリスの風景

大阪の中心街区、船場。大阪は、大正14年（1925年）に人口、面積ともに
日本一を誇り、昭和にかけて「大大阪」と呼ばれていた。船場も商人の街と
して栄え、近代建築が生まれた。しかし、バブル到来でそれらの多くが取り
壊され、船場のまちは昔の面影を失っていく。
「故

ふるさと

郷を蘇らせたい」という一心で、景観デザインに取り組んできた二見恵
美子氏。緑で現場を彩る手法は人々を魅了し、その行動力に周囲は動かさ
れ、船場が少しずつ生まれ変わりはじめた。

緑あふれる屋上庭園で
建物を蘇生させる

Emiko Futami

都市の

空間を
活かす

特集

写真……石井雅義



波の駅ビルで、屋上庭園の話が持ち上が

った1999年には巨額の赤字を抱えてい

た。二見氏は「植物が自生する庭」を目指

し、2000年、4600m2の屋上に200種1

万株以上の植物を植え、緑豊かな庭園を

誕生させた。屋上庭園完成後、その効果

で売り上げが約10％伸びたというのだ

から、緑で彩られた美しい景観が、いかに

2001年には文化庁の登録有形文化財に

指定され、船場ビルディングは2、3年の

入居待ちというほど、人気スポットに生

まれ変わった。

　その手腕を買われ、次に手がけたのが

大阪シティエアターミナルビル（OCAT）

の屋上庭園だった。第三セクターが運営

するOCATはバブル時代に建てられた難

庭園「ARCOURT」をオープン。ちょう

ど、英国祭が開催されていたこともあっ

て、イギリス大使館の公式行事に認定さ

れ、オープニングに招いたマスコミ関係

者が、古きよき姿に生まれ変わったレン

ガ張りのビルと屋上の庭園を記事にして

くれた。その後もNHKの番組で取り上げ

られるなど話題となり、見学者も増加。

人々を動かす力をもっているかが伺える。

二見氏は施工後も「持続可能な景観計画」

の考えのもと、ボランティアを募り、自ら

園芸指導を行いながら植物の手入れをし

庭園を維持している。ボランティアには、

プロフェッショナルな手ほどきが受けら

れると好評だ。7年たった現在、植物は見

事に生長し大阪の繁華街のオアシスとし

て親しまれている。

　「良質なものは壊さず保存しながら活

用すれば、人は戻ってくるはずです。目先

のことだけで計画したものは飽きられる

のも早い。長く楽しめる本物をつくりた

い。だから引き渡し後も緑を保つためア

フターフォローは欠かせないのです。日

本では環境教育が遅れています。庭園を

手入れすることで一人でも多くの方が環

境のことを考えてくれれば。良しと思っ

たことはすぐに実行、先義後利、結果は後

からついてくると思って仕事をしていま

す」と話す二見氏。公共施設のランドスケ

ープデザインにとどまらず大阪のまちづ

くりにまで活動の場が広がっていった。

中之島では2008年に中之島新線が開通

する予定だ。中之島高速鉄道（株）が、東西

3kmにおよぶ中之島に4カ所の新駅をつ

くるため、大川の下にトンネルを掘り、大

規模な地下鉄の工事を進めている。二見

氏は、この工事現場を“見る見られる新線

工事”“工事を実況中継する”をコンセプ

トに景観デザインをコーディネートして

いる。工事現場を囲う塀に古レンガや木

を用い、大川の上には遊歩道を仮設し緑

化、風力発電による夜間のライトアップ

と、中之島の景観を損なわない“居心地の

いい”工事現場を実現した。

　また、事務所近くの船場・三休橋筋エリ

アの再開発にも力を注いでいる。この周

辺には大阪市中央公会堂や福沢諭吉が学

んだ適塾など歴史的建造物が数多く残る

が、観光資源や文化的なエリアとして十

分に機能していない。三休橋筋を魅力あ

る通りに生まれ変わらせることで船場を

活性化しようと2002年、役所にまちづ

くり再生プランを提案した。これに対し、

市は本格的に取り組みを実施。以来、歴

史的建造物の保存活用、道路整備、電柱の

地下埋設、街路樹の整備などが進められ

ている。20年来の大阪市中央公会堂の保

存募金など、二見氏の積極的な活動が地

域の同じ志をもつ人たちと環を広げ、20　

06年には大阪ガスによる本物のガス灯

50本の寄付が実現する。

　「大人がそぞろ歩きできるような穏や

かで素敵な通りにしたいですね。流行っ

ては廃るものではなく、長期間で本物を

つくりたい。まちの品格を守るためには、

そのまちの人たちが本気で守っていかな

ければならない。かつて船場には市民の

寄付による立派な建造物も多くあり、昔

はそんな気骨のある人が多かったと聞き

ます。今、その大阪人の心意気が発揮でき

ていません。けれど、未来の姿が見えてく

れば、みんな賛同してくれるはず。三休橋

筋のまちづくりが、後世に続くような都

市計画のモデルケースになればと思って

います」。

　ひとつのビルの再生・屋上緑化から始

まった取り組みは、新旧を調和させ、蘇生

させることで、新たな魅力を生み出すま

ちづくりへと発展していった。

　美しいものへのこだわりと生まれ育っ

た地元を愛する気持ちが、二見氏の原動

力となっている。
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大阪人の心意気で
まちは素敵に変わっていく

上●大阪シティエアターミナルビル（OCAT）の屋上庭園。ビルの上とは思えない見事な庭が広がっている　下左●屋上エレベーターのドアが開くと広がる四季のゾーン。こん 
もりした緑をテラス席で楽しめる　下中●屋上庭園はボランティアが園芸実習しながら手入れをしている（写真提供：E.M.I.PROJECT・二見恵美子著『ランドスケープスタイル』より）
下右 2 点●季節の草花を愛でながら散歩ができる。買い物や仕事の合間に、ふらっと立ち寄れる都会の憩いの場

左●船場ビルディングの屋上庭園「AR COURT」。古いだけの建物が魅力あるスポットに生まれ変わった。＊現在
は閉園　右上●再生前の中庭。自転車や荷物などが置かれ雑然としていた（写真左ともに写真提供：E.M.I.PROJECT・
二見恵美子著『ランドスケープスタイル』より）　右下●現在の中庭。緑とベンチを配し、おしゃれな空間に

左●中之島新線工事現場（写真提供：E.M.I.PROJECT・二見恵美子著『ランドスケープスタイル』より）　
右●三休橋筋に設置された本物のガス灯。柔らかな光が通りを美しく照らす

EN
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長谷川浩己

んたちの姿も多く、日本橋界隈での、人気

の休憩場所になっている。長谷川氏は、実

際にリニューアルしてみて、こうしたス

ペースへの潜在的欲求が高いことがわか

った、という。都心部の公開空地では、あ

まり利用されていないものも多いが、デ

ザイン次第でオアシス空間になることが

証明されたのだ。

同じく2004年にオープンし、東京駅周

辺の新名所となった「丸の内オアゾ」。そ

のランドスケープデザインも、長谷川氏

の仕事だ。コレドがインスタレーション

のような仕事だったのに対し、オアゾは、

ディベロッパーや建築設計者とともに、 

ビルが建つ前の基本計画から参加してい

る。使われ方が見えない段階での計画は、

魅力的というよりは無難なものになりが

ちだというが、ホテルと4つの高層ビル

をつなぐ足元空間は、エリアの一体性を

2004年にグランドオープンした「コレ

ド日本橋」は、東急百貨店日本橋店跡地に

建てられた再開発ビルで、北側にはオー

プンスペースとしてコレド日本橋アネッ

クス広場がある。6mを超える樹木と、段

差を利用した水の流れが売りだったが、 

実際にはあまりうまく使われていなかっ

た。翌年、オープン一周年を記念して、こ

の広場の活性化を図るイベントが企画さ

れた。広告代理店が集められ、コンペを行

ったなかから選ばれたのが、博報堂と設

計事務所「オープン・エー」の馬場正尊氏

らによる、広場全体を変える提案だった。

そして彼らからの誘いで、長谷川氏が参

加することになった。皆の合言葉は“街な

かに、誰でも座れるホテルラウンジをつ

くろう”だった。

　「なんとなく居やすい、という場所にし

たかったのです。そのためにも、テーブル

をたくさん出そうというのは最初から皆

で決めていました。都市の広場に、動かせ

る椅子が置かれることはありませんから

ね。盗まれたり壊されたりするのを嫌が

るんです。

　具体的なデザインでは、広場の地下が

駐車場になっていることから、床にアン

カーが打てず、何もいじらないのが前提

でした。それと床に水勾配がついている

ので、椅子の置ける平らな床が必要でし

た。そこで提案したのが、島状のウッドデ

ッキです。これがあらゆることのベース

になりました。座るベンチとして、また、 

照明のための仕込みスペースや、プラン

ターを固定するベースにもなっています。

四角い広場にウッドデッキが、まるで雲

が浮いているようにあり、とても有効に

働いています」（長谷川氏）

　なんとなく居やすい場所にしたかった、

という彼の狙いは当たった。昼休みの広

場では、弁当を広げたり、新聞を読んだ

り、昼寝をしたりと、多くの人が思い思い

にひと息ついている。利用者は働く人ば

かりではない。ベビーカーを押すお母さ

Hiroki Hasegawa

ビルの谷間に集う人 、々ここはコレド日本橋アネックス広場。以前はあまり
使われていなかったというこの広場のリニューアルを手がけたのが、オンサ
イト計画設計事務所の長谷川浩己氏である。
「パブリックな場所に、プライベート性のある居場所をつくりたい」と話す
長谷川氏のデザインには、そこに佇んでみたくなる場所が必ずある。
高校生のころから環境への関心が強かったという彼は、ランドスケープデ
ザインの世界で、水を得た魚のように楽しんでいる。

ま ち に 佇 め る 居 場 所 を つ く る
快適な空間に変わった
コレド日本橋アネックス広場

周りにない密度を実現した
丸の内オアゾの屋外空間

時代の要求を五感でとらえるランドスケープアーキテクト

都市の

空間を
活かす

特集

写真……シヲバラタク

た た ず
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表現する重要な役割を担う。そこで彼は、

ランドスケープの最も地となる舗装に工

夫を凝らした。

　「そこはビルに囲まれていて外から見え

ない空間です。端整でフォーマルな東京

駅前の雰囲気と、ちょっと違ったスケー

ル感の場所をつくろうと、オアゾでのテ

ーマを『周りにないスケール感』としまし

た。小さなスケールのものがいっぱい集

まってできている感じ、を出そうと考え

たのです。例えば、ペイブメントにはいち

ばん小さいもので60mm角のピンコロを

使っています。その素材は、玄晶石、緑の

羅源石、PC、木、レンガの5種類。足裏の

感覚もデコボコして、職人さんの手の温も

りが伝わるような空間になっています」

　小さい石畳を敷き詰めた庭には、視線

を微妙にさえぎる“ついたて”の付いたベ

ンチが置かれていて、ちょっとしたプラ

イベート空間になっている。サラリーマ

ンが本を読んでいる姿を見かけることも

多い。よく見ると、すりガラスのようなア

クリル板には、トンボや葉など江戸小紋

の柄がついていて、同じ柄がマンホール

にもあしらわれている。遊び心で「江戸」

を隠れテーマにしたという。ほかにはな

いこうした密度が、オアゾの空間を見事

に際立たせ、無難になりがちなオフィス

街に、ふと立ち止まりたくなるような楽

しさを添えている。

長谷川氏が日ごろ思っていることがある。

それは「居心地」についてだという。

　「ふらふら歩いていて、一服するときに

どこを選ぶのか。普通の人でも無意識に

反応し選んでいる。気持ちが動く、感情が

動く、という感じです。そういうことをさ

せる『佇まい』をつくりたいと思っていま

す。僕らが扱っているのは“図と地”でい

うところの“地”の空間です。しかも手が

けているのはほんの一部、浜辺の砂粒ひ

とつのような感覚でとらえています。与

えられた“地”の空間がどういう状態なの

かを自分なりに把握して、それに対して

一手を打つ。そこをきちんとしたい。コレ

ドの場合も、広場を見せたいのではなく、

都市のなかにこういう空間が存在してい

たんだ、ということに気づかせることで

した。大通りから一歩裏手で、建物に囲ま

れた、いいスペースでしたから、それにち

ょっと手を加えることで、そもそものよ

さを引き出したのです」

　変わり続ける“地”の空間をどう読むか

が重要だ、と長谷川氏は語る。“次の一手”

は、そういう動きのなかで常に考えてい

るという。

　「“地”をどう読むかは感覚です。いまは

パブリックのなかにプライベート性のあ

るものを、押し付けがましくなくつくり

たいと思っています。なぜといわれても

わからない。それが当たりそう、という感

覚です。“図と地”の関係はさらに流動的

です。膨大な“地”のなかから突然、“図”と

して浮かび上がる、そのダイナミズムが

おもしろいのです」

どこかよそ行きの顔をしているまちでも、

居心地のよさそうな一角があることで、

人々は都市に寄り添うことができる。「居

場所とは意識化された“地”の空間である」

と長谷川氏は言う。彼の「いま」は、そん

な居場所づくりに向かっているのだ。

高校生のころから自然保護や環境問題へ

の関心が強くあったという長谷川氏は、

「環境」と名のついた学科に惹かれ、千葉

大学の園芸学部環境緑地学科に入学する。

そして大学3年になって初めて「造園」と

いう分野があることを知り、ランドスケ

ープデザインを海外で学ぼうと思い立つ。

大学卒業後、足立区役所土木部公園課工

事係に就職し、仕事帰りに英語を勉強。留

学費用を1年で貯め、オレゴン大学大学

院ランドスケープ・アーキテクチャーに

留学する。

　「とにかく一度、日本を出てみたかった

のです。日本の場合、造園は農学系です

が、オレゴン大学では建築も美術も履修

することができました。僕のデザインの

勉強はアメリカが初体験ですから、日本

と比較しようがないのですが、基礎から

学べたことはよかったですね。とにかく

毎日、授業についていくのに必死でした

が、僕だけでなく、向こうの学生はみんな

必死で勉強している。そのうちに、なんの

ためにデザインしているのかわからなく

なって、ひとり悩みを深めていました。ス

ロースターターですから、人より遅く悩

み始めたようです」

　2年半の大学院修士プログラムを修了

後、そのままアメリカの設計事務所に就

職する。ハーグレイブス・アソイエイツ、

ササキ・エンバイロメント・デザイン・オ

フィスで経験を積み、1992年に帰国。そ

して1998年に、ハーバード帰りの三谷徹

氏、戸田知佐氏らとともに、ランドスケー

プデザインを手がけるオンサイト計画設

計事務所を設立した。彼らの洗練された

デザイン感覚は、ランドスケープの重要

性を意識した建築家たちに高く評価され

ている。そして、長谷川氏の最近の仕事で

最も注目されているのが、軽井沢の高級

リゾート「星野リゾート・ホテルブレスト

ンコート・エリア」のデザインだ。2006

年のグッドデザイン賞、芦原義信賞を受

賞している。

　「ここでは、“風景でお金が取れる”こと

を目指しました。あそこの自然、原風景を

つくり、その風景でお客さんを呼ぶこと

ができれば、その風景を維持しようとし

ますよね。結果、そこの自然に対してフィ

ードバックすることができる。つまり、本

来あるべき風景を取り戻すだけでなく、 

それこそが場所のアイデンティティで、 

価値あるものとなるのです。

　最近、観光地は僕の中でおもしろいテ

ーマなんですよ。いままでの観光地の多

くは、そもそもそこにあった魅力とは別

なことをして人を呼んでいる。それでは

いずれ飽きられます。そこで持続できる

観光は何かと考えると、まずベースにす

べきは、その場所固有の風景なんですね。

星野リゾートの星野さんはそのことがよ

くわかっている。そこにある生態系にな

るべく寄り添ったかたちで風景をつくり、

それが評価されるのが、皆にとっていち

ばんいいと思っています」

＊

観光地は、日常のちょっと先にある居場

所。そして、観光地が居場所であり続ける

ためには、人々のイメージを裏切らず、生

態学的に安定した自然、ずっと前からそ

うであったかのような風景があることだ

と言う長谷川氏の打つべき次の一手は、

経済活動と環境回復が矛盾せず行われ、

地方が持続的に活性化していくためのラ

ンドスケープデザインだ。“魔法の一手” 

になることを期待して。

変化のなかで
“次の一手”を考える

次のテーマは観光地

初夏の風が通り抜ける木陰で休む人たち。昼休みともなると、すべての椅子が人で埋ま
る人気の広場だ。コレド日本橋アネックス広場は、2005年度、建築・環境デザイン部門
のグッドデザイン賞（日本産業デザイン振興会主催）を受賞した

軽井沢にある「星野リゾート」のランドスケープデザイ
ン。風景で人を呼ぶことができることを実証
写真：吉田誠

細部にこだわった丸の内オアゾ
の足元空間。アクリル板の葉の
模様は、広場に植えられたエゴ
の葉がモチーフというオリジナ
ルデザイン
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